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　　　　　　　　叙事詩の宗教哲学

一Mok蜘ha撒a－parva難和訳研究（XIV）L

茂木秀淳

［217輩］（・躍D．224輩、8088－8147）

ビーシ識マは君つた。

　（1）　しかし再びインドラは、話を続けるために2、鶴のようにシュッシュッと恩をしている3彼

　　　（バリ）に、翻逃しながら次のように言った。バーラタ族よ。

　（2）　論旨の（？y韻ad）千の乗物に乗って4、親族たちに富まれ、このあらゆる徴界を熱しつつ、

　　　我々を考慮することなく、汝は進んだ（y盃si）5。（鑑M8h．XIL216．豆5）

　（3）　そして（今夏）自らのこの悲惨な状態を見て、バリよ、親族や友に見捨てられた汝は、悲し

　　　んでいるのか、あるいは、悲しんでいないのか。

　㈹　　かつて汝は、比類なき満足を得、もろもろの撲界を自らの支配下においていた。今賛のこ

　　　の没落を、汝は悲しんでいるのか、あるいは、悲しんでいないのか。

ノくり尋ま「諮hつた。

　（5）　私は、自ら（？激ma麟）この徴界の時の逸興を6無常と見なしている、それゆえインドラ

　　　よ、私は悲しむことはない。この世界のすべては限りある故。

　（6）　生き物のこの身体はすべて限りがあるのだ、不死の王よ。それゆえ、インドラよ、私は悲

　　　しまないのである。この伊バの脅俸の7）状態は私の羅より生じたのではない。

　（7）　生命と身体とは8、死後9共に生まれるのである。両春は、共に成長し、共に消滅するので

　　　ある。

　1本稿はぽ叙事欝の宗教暫学＿Mok冬ad熱㎜鼠．p無v韻禰駅研究（Xm）＿』（儒州大学緻奮学部研究紀要第97暑1999

年8月）に続くものである。酪・腎などは画稿に準じ、直感から用いるものは以下のとおりである。

　　醗Kopk鵬1二三02茎：H◎函熱s，駐．W．，Rε脚廊αμ’z8勘辮・4～V打診8r5，　fん81擢8伽4げ0鋤8伽醜，伽4∫ゐε1》伽8厚一

　　　c認1（弛ごε80ノゼ8εプ∂鋸η4加正ん8働δう乃養rα∫μ，JAOS　voL23，ジρ．109455，茎今02．）

　　⑲　蕪。茎）khls【1903】：E．W。Ho萎）kins，ゆゴ。　C々声。㍑o’08ン，　JAOS。　vo圭，24，　PP．7－56，1903，

　　働Hopklns［Eplc　M抽oIogyl：EW駁opkins，　Eplc　M蜘ology，　S瞼ss蜘rg，1915（Rep盛nt　De蓋hi　1974＞．

　　醗　Gon（董a［Asp㏄監s】：工Go鎗da，　Aspects　of　E細ぼ互y　V丘S塁u藍sm，211d　ed髭量。無，1）e猟i－V磁a臓asl－Pataa，1969．

　　鋤玉3ultene職【珍751：工A．｝3．van　Buitenen，　The　Mah置bh蚕r撮a，せans正ated　a論d　edited，　Books　2　aぬd　3，　C鉄icago節d

　　　London，豆≦）75．

　　㊥Me鋤ak鼠s観1983】：K．Meenakshi，　Eplc　Sy熱tax，　New　De難｝1，　i983．

　　㊥中村11998｝中村了昭「マハーバーラタの哲学解脱法品源鎮郷明」（上）夏998年平楽毒欝店

　2pravy毒h激置ya　　Ca．，C萎），，Cv。：pratyき｝三激亘ya　kalh義yogaya　　C琵．　pravyah百∫盃ya　pra類1碑oktaye　　Cs．　avy蕊1araya　ava－

canapradゑ聡嚢y鍵

　3ni騨v段sa臓紳y曲歪頭ga甲。£H・画・s【（ke磁£pic】，　P鍵a正正e童P㎏ases　i職the　tw・Epics　N・．143，　P盈L

　4R　y戯餓dゆasahasr購D．　y展nasa㈱r滋stva甲
　5頭s三　過芸の意陳に用いられる現在形の照法については、Meeaakashi【1983】p．155露照。

　6P　k灘ap鰐ゑyam翫ma麟D．　k証正ap鰐互yadh欝mat鋤
　7ロバの姿をしたバリについては、｝｛叩kins【Eplc　Mythology｝p。　B3．1347灘照。

　8」卿ita鵬ca蓉ali〔ra恥ca　　N．　jτ孟v圭ta嘩jr》aty　allenet韮叢圭轟ga琳≦…a厭ra甲s縫至51am／

　9Rρ戯ya　vai　D．jatyalva　D，の「誕生によって」の方がわかりやすい。
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（8）　私は、誰にも支配されず、単独で、「この世での存在はこのような姿である弐。」と（いう

　　認識に）鈍した。もしこのように認識するならば、認識している私にとって如何なる恐れが

　　あろうか。

（9）　死はU生き物の終局である。海が川の流れの（終局である）ように。このように正しく認

　　識する人々は迷わないのである、金剛をもつ奢よ。

（10）　しかし、感構と迷妄に心奪われ、このように認識することなく、智力（buddhi）の滅した

　　人々は、災難を得て苦しむのである。

（11）　なぜならば、智力の獲得によって人は（p蹴sa）あらゆる罪を除去するのである。罪なき者

　　は真実を獲得し、開門に住する者は平静となるのである。

（12）　しかし、そこ（真実）から引き下がり、あるいは嘉慶も誕生する哀れな者どもは、意味な

　　きことによって突き働かされ12苦しむのである。

（13）　霞的の土成も目的なきことも、生命Gfvita雛）も死も、そして、苦楽の果報をも、私は厭い

　　もせず、願うこともない。

（14）　ある人が誰かを殺す、ということは、殺された者が別の殺された者を殺しているにすぎな

　　いB。この両者とも、誰が殺し、殺されるのは誰かを知らないのである正4。

（15）　ある人が、殺害し、勝利し、インドラよ、男らしく振る舞う15としても、その人は（殺審

　　や勝利の）行為者ではなく、（別の）行為者がそれを行なったのである16。

α6）　誰が世界の生成消滅の両者を行なうのか。造られたものは、その行為によってのみ17造ら

　　れる。それを18造るものは別の者である。

（17）　地・風・虚空・水、そして五番目として火。生き物（bh面臨i）はこれらを源とするのであ

　　る。ここに如何なる嘆きがあろうか。

（正8）　大きな知識をもつ者、知識の少ない者、カある者、力乏しき者、美しき者、醜き者、幸運

　　な者、不運な者、

（19）　（これら）すべてを、知りがたき時が自らの威力によって取り去るのである。それ（すべ

　　て）が時に支配されている時、このように認織する私に、如何なる筈があろうか。

（20）　人は、（時によって）焼かれたものを焼き、（時によって）殺された者を殺すにすぎない。人

　　は、前もって（agle）滅したものを滅し、（あらかじめ）得るべきもの翻9得るのである。

10R臓d了dτ蜘id・ゆh蚕va斑D．　na　h廊am・瞬bh費v・m
　u駐呈§lha　Cn，　ni軸a　par温gat恥

　12Pはe’聡a践ha互rpar呈codita寧　　D．　tair　arthair　abl盛codit且P

13h飢・軸翻h証・hy・v・C・．　h蹴脚ゆ・導d・h・m＿1・裏…d・h・・ya轍・t・a脚ka・t・ml

　14あるいは、「殺す春、殺される奢の薔者とも、（このことを）知らないのである」と解することもできる。こ
の欝節に類晒した褒濁がKalha　Up．2．19，　Bh（｝2．19に見られることは既に摺摘されている（c£Dcusse龍p．294，中村

［19981p．578注14）。爾者は内容的に同じであるが、MB｝麦のこの欝節の内容は、上甑の二箇所とは必ずしも同一

とは醤えない。ただし、C句は、3者とも同一の籔環である。

　　hant百ce厭manyate　hantu環hata6　ce勲！nanya竃e難飢am／

　　ubha朕tau　na　v麺互㎡to　naya甲ha賊l　na　ha践ya｛e〃（Kla婁ha　U夢．2．1今）

　　ya　ena甲vetti　ha厩tara！p　ya≦ca量nalp　ma騒y飢e　hatarn！

　　ubhau　tau　na　v漁擁to頭ya甲hanti照hanyate〃（8hG　2．19）

15
o㎜S護yaεe　Cp，P螂亙y・εepゆ晦・’h・厭y置・蜘

　16kart筏tv　eva　karoti餓t　　Deusse麟：sondem　e三笠［anderer茎「熱eter　ist　es，（董er　die　Tat　voUbr重層gt．

　17ta晦enaiva　ta豊が何を摺すかはっきりしない鳳たもの」か。　Cp．　k鄭照pr…蜘e獺karm鱒aiva　k陶

Deussen＝～b取ei鷺e孤Gemach£ell　w藍rd　je駐es　fmensch正lche鴨r幻gemac盆

　！8「それをjtasya　「遭られたもの」を曝すか。　N．　tasy鎧na照S◎

　19調a幽me畷gre　labdhavya恥　agreは。句に属するが、c句の駐砥a！nのみならず、　d句の至abdhavya嘩をも形記

すると解し得る。
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（21）　これ（時）には島も20向う岸も、こちら岸（av翫am）もどこにも見られるない。この墾なる

　　規定の（vidher　divyasya）終わりは、考えても、私にはわからない。

（22）　もし、私が見ている時に、時が生き物を消滅させないとすれば、私には薔び・高慢・怒り

　　が生じるであろう、シャチーの主よ。

（23）　汝は、人のいない家で籾がらを食べる私を知って、ロバの姿をしていることを指して、侮

　　辱する。

（24）　私は、望むなら、自分の姿を様々に変えるであろう。その恐ろしい姿を見て、汝は、私か

　　ら逃げ潤るであろう。

（25）　時はすべてを取り表り、時はすべてを与える。時によってすべては保たれているのだ。イ

　　ンドラよ、勇敢さを（ρaUm§am）誘るなかれ。

（26）　かつては、私が怒ると一切が鰻えた、城塞の破壌者よ。しかし、私はこの世界の永還の法

　　則（dharma）を知ったのである、インドラよ。

（27）　汝もまたこのように観察すべし。自らを称賛することなかれ。カも（そこから生じる）権
　　威も（？）21、決して自分の状態ではない。

（28）　汝の心は、かつてと岡三今日も、子供の状態にすぎない。（c£Hopkins［Epic　Mythologyl

　　p．133。42）インドラよ、観察すべし。そして簸終的な22認識を得るべし。

（29）　神々、人問、祖先、ガンダルバ、蛇、ラークシャサ、これらすべては、私の支配下にあっ

　　た。そのすべてを、インドラよ、汝は知っている。

（30）　「ヴィローチャナの三子バリがいる方位を礼拝すべし」と、このように、羨望によって迷っ

　　た調識をもつ人々は、私に（かつては）近づいたのである。

（31）　私は、それを23悲しむことはない。自分の褒退を（悲しむことはない）、シャチーの主よ。

　　このように、私には、「私は指令者纈s趣ウに支配されている」という確固とした認識がある。

（32）　よき家に生れ、美しく光輝ある者が、家臣に囲まれつつも蕃しんで生きることは、世間に

　　見られる。そのような運命なのである。

（33）　家柄悪しく、愚かで生まれ卑しき者が、家臣に囲まれつつ、安楽に生きることも、インド

　　うよ、経験的に知られるところである。そのような運命なのである。

（34）　インドラよ、豊かで姿美しい女性が不幸であること溝見られ、人圏を引かない（alak興の

　　醜い女性が幸福であることも、インドラよ、経験的に知られるところである。

（35）　インドラよ、汝がそのように存在すること、あるいは、我々がこのように存在することは、

　　我々によって為されたのではなく、金剛を持つ者よ、汝によって為されたのでもない。

（36）　これは、汝の行為ではなく、他の者の行為でもない。またどうして24私の行為であろうか、

　　インドラよ。一方で噛む者があれば、他方で窟まぬ者もある。これは（時の）逗行（paly勾a）

　　によって為されたのである。

（37）　私は、輝き、神の王に住し、吉祥をもち、威光をもち、私の上で胞吼する汝を見る。

（38）　もし、このように、時が私を掴んで放さないのでなければ25、私は、汝を、金剛を持って

　　いるとはいえ、今にでも拳でたたき落すであろう。

　20dV三pa辱　Cp、　dV罫pa辱甑tま　Cs。　madhye　vl≦ramasth琶照m

2…
垂窒♂ｾva§ca　prabh嚢va話Cn．　prabhava越ai≦慣ya甲prabh漉vas纏d証vi蜘鱒am　Deussen：Entsteh継Rg　u識d　M㏄ht

　22nai＄婁h面m　　Cp．　nai購hikτm　buddh藍matmavldyam

　23tad　tadが何を摺すか明らかではない。文脈から判断して、繭緬の「人々がかつて私に近づいたのに今は
近づかないこと」か。
　24P捻va　n灘yes謎卑kuto　D、　bhavit査py　etat　kτta【罫

　25R　etac　caiva恥na　cet　k譲艮。　mam亘kra！nya　sthito　bhavet　l　D．　evaIp　1ヨaiva駐a　cet　k灘。団まm証㎞a磁ya　sthlto　bhavet　l

Deusse琵：｝玉甜e黙icht　Ka艮a　mi磁in　dleser　W6ise　uebermannt　D．の否定辞naが2ある読みに幽して、　Hopkinsは次

のように醗んでいる。”Icou正d　kill　yo級now；if　l皇were臓。£so，　if　Ti覇ae　did　no£（preve凪）”（Hopki駐s【1902｝p．119，　fh．L）
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　（39）　しかし、今は勇気の縛ではなく、忍鮒の時が歪っているのである。蒔は一切を存在せしめ、

　　　そして、時は（一切を）熱するのである。

　（4◎）　もし時が、（かつて）力強きダーナヴァの支配響であった私に近づいたのであれば、どうし

　　　て胞吼し輝く他の誰かに近づかないことがあろう。

　（41）　汝の健大な十二のアーディトやすべての熱は私ただ一人によって、神の王よ、奪われたの

　　　である。

　（羅2）　私のみが水を捌き上げ、そして撒くのである、ヴァーサヴァよ。私のみが、三界を熱し。

　　　そして（三界を）輝かすのである。

　（43）　もろもろの世界において、威光あり自在轡たる侮v徽）私が、（一劔を）守護し破譲するの

　　　である。私が与え、受け取るのである。私が遡き、欄するのである。

　（鱒）　今や、その威光は私から離れたのである、不死の王よ。時の威勢（k護lasainya）に飲み込ま

　　　れた私には、一切は輝かないのである。

　（45）　行為者は、私ではなく、汝でもない。また他の著が行為轡なのでもない、インドラよ。世

　　　間の人々は、時の逢行に伴って、偶然に皐漏するのである。

　（46）　ヴェーダを知る人々は、（時は）一月と半，月を四隅とし、目覆によって懸われ26、季節を

　　　門とし、一年を戸Pとすると2フ需つた。

　（47）　ある人々は、この世の一切は英知によって考禦されるべし、と露つた。この五穗の考察を

　　　私は五通りに述べるであろう28。

　（総）　ブラフマンは、大海のごとく29、深く理解しがたい（c£賢。胸声Gre謎Epま。｝P93，飴．三．）。（そ

　　　れは）始まりと終わりがなく、不滅であり、燈高であると、欝われている。

　（49）　それ自身には特徽はなくとも、存在するものの中に（sa縫vesu）聴徽を与えるものを、「永遡

　　　である」と翼理を見る人々は鱈えるのである30。

　（50）　もろもろの生き物の（時の）経過（？vipa騨s窺）について、「（隠は）密つた（gata畷n）」と（人

　　　は）考える31。なぜならば、来るべきもの（琶amya鱒は、

　　　プラクリティよりも高赦ではないから（？〉、32その二幅では存在しないからである。

　（51）　あらゆる生き物の行き先（畠ati踏懸a）に行くことなく、汝はどこに行くのか。走る者によっ

　　　ても捨てられず、止塞っていても捨てられないもの（時）、それをあらゆる感買は五種の仕方

　　　では33毘ることはないのである34。

　26ahor褒鋤abhisa甲v虞a孤　　N．漉a垣sa晦日ai　r夏t盛sa麺五ai話。急群uもhiりs＆鵬v群a甲　　Deusse籍＝desse鷺Gew蹴δり眼g　u蓋1d

Nacht

27Rv羅賦曲am　D。v融m嚇a融Ca．v恥mu㎞蹴1毫yap癖鋤鑑盃1・P義曲itv渥b撫v颪t　C勲．v謎興m舳鋤
iti　p謹些he，　varSaぱこi　var§《）dharma等割eghきkhya鵬d垂｝y義賊a即醸d　eva鶏ukha卑yasy＆　　Cp．　v盃yu奪s鼠p託｛至shandh謎薮vahapτ我一

vah盃（臨卿斑ukham銭dir　y｛鰺y硫膿m　f§v蹴m盃h晦Cs．　v歪y縫瓢u鹸a単礪郷aもd夏t　sa㎎v滋s鐙＆ucy鴫v魏凱s鍛織一

9…i㎡甑tlsa四囲saro熱i　k羅呈asya　pradh義no’vayav鋤，　te照鵬y鼠mukhatv購貌藍⑪a舞am　1

　28asy蚕麺pa蚤caiva　cl瓶浅y琶尊paryeSy義mi　ca　pa蓋。盆dha　C駐．　asy灘。醸苞y趣pa爺。鼠豊va　cl煎y証鷺v瞬y甑a㎜a願ay待

p晦翻ayam鋤omay鋤負抽斑nay面喰d㎜ay廷波0蕗n瞬cad擁p蝋ye無心麺caμ簾3｝ρ趣ad聡y艮甜0撮adhy償de訟一
P軽ccha㎞ya画。謹vayavav童きi麟龍parye曄mi≦m綴v＆vag＆cch魏孟Deusse澄：［nach騒量t。Up．2，wo　jede　de野艶職f　H慧lle籍

des溶rahma籍f種nfCach　zefglied磁wlrd】no£h　f慧nf£ach蹴schfeib鋤。
　29珈aha重重oy鱒va甲　　CP．　maha鍵oy翻va琴1　P勘r護v畿r亘5面憩γ謹」嘩v紐繊蓋y醗m，＄a至盤a　e韮（o　dra5晦bh＆v撮重（8藍Uρ。4．3．32＞韮縫

≦rut臓Cs．斑ぬad　br＆hmeti船臨pr｛晦量m漁乱ノ廊鍵麗abδa鞠脚S搬vaca麟1P㎝麟vya輿ibh鷲toj1V置tm…》pr毫晦1摯

vya輿lb涌瞬rapa蚤。鋤
　30搬anyan童eδ㎞v蹴evalna準C駈斑aれya膿ざdhruv＆磁ev＆i箆am建γa総，　e辺a甲j撫脚数uva寧撒澱γ蝕髭e
　31PL魚a簸ya亀e　ga芝av益n　k孟　D．　kurし蛇e　bhava霧εwゑn　it藍

　32P照yas！磁pra敏蜘paτ鋤　D．　na　y麗m換t　prab紘v醜pun組置　この欝飾は、駐とD．は大きく異なる続みをし

ているが、Pのμa嫁1の意瞭が判然としない。

33ﾊcad腋　C賑．画cadh義蜘cabb晦pr蹴蕊P御vip鍍y甕y掛vl楓P踊1改農一s鱒y蜘y麟ジ舷叙鵡

34Deuss鋤は正曝Up4の謬照を摺示している。当該舗贋は次のようである。

　　　　　転句aδe畑甲瓶a照so　javτyo聡ainadδe畷apnuv鶴癖w鋤玉斑§at　1

£a4　dh五vaこ。犠y盈n　atyeti　tl輿at　tasmin駐柳。　m盈t凝1馬子磁dh熱14ノ
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（52）　ある厭々はそれを火と熱い、他の人々は造物主である、と解った。また他の人々は、季鎌・

　　一月・半月と欝い、一一日、そして、瞬間と言い、

（53）　午蘭・午後・正午とも、また一時間とも、唯一の存在巻を多様に書っている。この世の一瞬

　　を支配している者、それを汝は、時と認識すべし。（c£MBhX鼠200．鯵，薮opkins｛19031，p．16。）

（54）　インドラよ、汝のごとく、カと精力を縄えた何千という多くのインドラが鶉つたのである、

　　シャチーの主よ。

（55）　カあふれ、カすぐれた神の王たる汝インドラも、時が璽れば、大きな緬力をもつ時が静め

　　るであろう、

（56）　この燈の一切を受け取る者である時が。それゆえ、インドラよ、静かにあるべし。私によっ

　　ても汝によってもまたがっての人々によっても（麟w鷹。の、それは越えられないのである。

（57）　この鰻高の王の繁栄を獲得して、汝は「（繁栄は）私のもとにとどまっている」と齪識す

　　るであろうが、それは誤りである。それは、一舗駈には止まらないのである。

（5＄）　なぜならば、これは汝より優れた千のインドラにおいて止まったのである。気塞ぐれなも

　　のは私を捨てて、汝のところに行ったのである、神の王よ。

（鋤　　インドラよ、再び、カをもってはならない。静かに過ごすべし。（郵まぐれなものは）そ

　　のような汝を捨てて、すぐに観に行くであろう。

［露芝8蟻3（冨D。露露5藥i、81娼．＄綿6）

ビーシ晶マは言った。

　（1）　その時、蕎の祭式を行なう春インドラは、本来の姿をして輝くシュリー（吉祥）が偉大な

　　　バジの身体から外に趨るを見た。

　（2）　威光によって輝くシュリーを見て、パーカを罰する至難春インドラは、驚いて大きく濤を
　　　広をずト、ノくりをこ鱒ねた。

　（3）　バリよ、汝よ滲離れ、光輝き、（美しき）髪の房をもち35、腕輪をつけ、自らの熱によって

　　　輝いて立っている者36、これは一体維か。

バリは去った。

　（4）　私は、これがアスラの女なのか、女神なのか人間の女なのか知らない。汝自身でこれに闘

　　　くべし。あるいは闘かなくともよい。思うとおりにせよ、ヴァーサヴァよ。

インドラは諾った。

　（5）　バリより離れ、光糠き、（蘂しき）髪の房をもつ汝は誰か。（汝を）知らない私に名離を告

　　　げるべし、明るく笑う者よ。

　（6）　自らの熱によって輝き、ダイトヤの主を離れて、幻のごとく立っている汝は誰か、美しき

　　　眉をもつものよ、それをありのままに私に藷るべし。

シ諜リーは言った。

　（7）　ヴィローチャナは私を知らなかった。ヴィローチャナの息子バリは私を知らない。人々は、

　　　瓢をドフサハー（打ち勝ち難き者）と37言い、そしてまたヴィディトサー（腰i謬）38として

　　　私を認識したのである。

　⑧　　人混は私を、プーティ（幸福）、ラクシュミー（美）と露つた。また、シュリー（繁栄）と

　　　も露つたのである、ヴァーサヴァよ。インドラよ、あなたは私を知らない。あらゆる神々は

　　　私を知らなかったのである。

　35歪藁｛h鱒φ童nl　　Ca，　窪量kha尋φn了£anut鍵畿ke歪認va£a重1　　Cp．　田｝！三atake重縫b霞繊db穀vat了　Cv．　τamyac毫】φ置v搬τ　　至）eussen：

Federb慕sc疑霧esch甑三ck竃e

　36tv磁雄s甑臓　tv目的（「汝より」）の藷と蘭後の閥遮不明瞭、　a句の我ρakr置nt蚕に醐遮させて理解した。
　37du辱窪a薮義　　Cp．　du13s貫h盃，γ霞sy鼠y◎畠蕊t≦菱睦纐p置1γ隻（諏辱s蕊ho　b｝｝av滋童，　ath＆v歪s＆rvairdu㎏khe舞a　sahyI寵e

38vl融set量Cp．　vi曲ltse£l　c鼠y麗y盃y・瞬k鍵t臆m　lcchay細s噸憩d樋磯sアat　Cs．歪我bdhu鵬購i芝l　vid撤重s浸
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インドラは至った。

　　（9）　ドフサハーよ、そのような（バリのところに）畏く住んでいるあなたが、これ（バリ）を

　　　捨てるのは、私のためになのか、あるいはバリのためになのか。

シュリーは言った。

　（10）　乱造者も維持者も私に命じることはできない。時が、遷行によって（私に命じるのである）、

　　　インドラよ。インドラよ、これ（時〉を蔑んではならない。

インドラは言った。

　（11）　どうして、また何のために、バリはあなたによって見捨てられたのか、房の髪を持つ轡よ。

　　　そして、どうしてあなたは私を見捨てようとしないのか、それを私に語るべし、明るく笑う
　　　方よ。

シュジーは量った。

　（12）　私は、如実に住している。そして、布施に、癒約に、そしてタパスに、また勇気にもダル

　　　マにも住している。バリはそれらに背を向けている。

　（13）　彼は、いつも儒心深く、輿実を藷り、慮官を鰯御していたが（bh飽の、（しかしその後、）

　　　彼はバラモンたちを読み、洗わない（不浄な）手で祭式のバターに触ったのである。

　（14）　彼は、かつては祭式に奪刑していたが（bh酸v琶）、（その後、）「汝らはまさに私を藥るべし」

　　　と、（運命の）時によって襲われた（？翻enop麟p葡ta）彼は、愚かにも徴間の人々に寛書した

　　　のである。

　σ5）　彼（バリ）から離れ、インドラよ、私は、汝の中に住むであろう、ヴァーサヴァよ。不放逸

　　　によって、著行と勇気によって、私は（汝において）保持されねばならない。

インドラは言った。

　（16）　神々と人間には、またあらゆる生き物には、努（興艶翫）が存在している3多。〈どの）勇でも

　　　単独であなたを従わせることが（vlsahitu環）できるであろう、蓬を住み家とする者よ。

シュリーは言った。

　（17）　神であれ、ガンダルヴァであれ、アスラであれ、ラークシャサであれ、誰も単独で私を従

　　　わせることはできない、城砦の破籔者よ。

インドラは迫った。

　（1＄）　あなたは、私の中に永遼に住むべし。あなたが私に吉げることを、その通りに私は行なう

　　　であろう。あなたは翼実の書藥を罷るべし。

シュリーは言った。

　（19）　どのようにして私は汝の中に永逮に止まるのか、神の主よ、汝はこのことを聞くべし。

　　　ヴェーダに見られる規定に従って、私を四つに分割すべし40。

インドラは言った。

　（20）　私はあなたを（ものの）能力に従いカに従って、安麗するであろう。しかし、私を虫ること

　　　なかれ、常にあなたの近くにいる（tavan甑e）私を、ラクシュミーよ。

　（21）　人の中で、（ものを）維持し、生き物を生み下す地、披こそはあなたの（鍛初の）四分の一を

　　　支えることができよう、なぜならばその能力があるから、というのが私の考えである。

シュリーは上った。

　（22）　地において支えられたこれが私の安置された燈初の四分の一である。インドラよ、私の二

　　　番§の四分の一はそれよりよく安醗されるようにせよ。

インドラは言った。

39Pl　ast童　D．癩sti

鱒虹の4分割については、Go臓da［Aspec瑚p．224毒照。
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　（23）　入の中で、鋤きつつ奉仕する水、彼こそは、あなたの四分の一を支えることができよう。

　　　水には支える力がある（故に）。

シュリーは照った。

　（24）　水において支えられたこれが私の安腿された第二の四分の一である。インドラよ、私の三

　　　番碍の四分の一はそれよりよく安置されるようにせよ。

インドラは言った。

　（25）　神々、祭式、ヴェーダが支えられている火が、あなたの第三の四分の一をよく保たれた状

　　　態で維持するであろう。

シュリーは言った。

　（26）　火において支えられたこれが私の撮管された第三の四分の一である。インドラよ、私の四

　　　三二の四分の一はそれよ：りよく安置されるようにせよ。

インドラは雷つた。

　（27）　人の中で、寒心篤く真実を語るよき人々、彼等こそはあなたの四分の一を支えるであろう。

　　　よき人々は支えることができる（故に）。

シュリーは齋つた。

　（28）　よき人において支えられたこれが私の安置された第四の四分の一である。このようにさま

　　　ざまに安麗された私を、インドラよ、生き物に向けよ（paddhatsva）。

インドラは懸った。

　（29）　もろもろの生き物のうち、ここで私が安漏し存在するあなたを傷つける者がいれば、その
　　　者は私の敵となろう徽。このように私の書葉を乏くべし。

ビーシ諜マは欝つた。

　（30）　すると、シュリーに見捨てられたダイトヤの王バリは言った。「太腸は東に輝く限り、南

　　　方でも輝き、

　（31）　西方でも輝く。同様に北方においても輝く。そして碍中に、太陽が沈む時42、その時再び、

　　　神と悪魔との戦いがおこり、その時には私が汝らの勝利者となろう43

　（32）　出動が一箇所に止まって全世界を輝かす時⑭、神々と悪魔の戦いにおいて私は汝に勝つで

　　　あろう、百の祭式を行なう者よ。」

インドラは琶つた。

　（33）　私は、ブラフマンによって「汝は殺されるべきではない」と教示された。従って、私は、

　　　バリよ、汝の頭に金剛を放つことはないであろう。

　（34）　野きなところへ行け、ダイトヤの主よ。汝に幸いあれかし、偉大なアスラよ。熱腸は輝き

　　　つつも決して中央に止まることないであろう。

　（35）　この者（太陽）の行動は（sa恥aya）かつて自存春によって決められたのである。この者は、

　　　輿実によって生き物を熱しつつ、永還に進むのである。

　（36）　その道は、北方六ヵ月であり、南方（の道）も同様（六カ月）である。太鶴は、それによっ

　　　て、世界に冷たさと暑さを放劔しつつ進むのである。

　41R　dvi§y置t　　D，　dh馨yas

42R　s町。’s舩m　e揺D。　s的・n貢stam　e£i　Ca，P．l　madhya麟1鶏e　nastam　e緬，　na≦翫tぬrad無・bhavi§y滋1，　atya臓一

ta向oma叛lokadahaya　bhaVi　Cv．　sOryo’thasta！n，購dayam…織bhyastamay磯）絃ya盛a恥cak寧ur　d轍興tapan　s振ryo　yaδa

孤adhya恥di職e　asta無prabh盃ya　a豆pat5m　eεl　tad置k磁e／sa　k灘。　vlparτtatvad　asur勾ayak滋a　iti　bhav晦！

　43Hopkinsは、「注釈書に従えば」としつつも、この叙述の蕾後に鰍a鹿va漁raの考え方があると櫓摘している。

（c£Hopki熟s【1go3】p．46．）

　胴sar畷醸めk融ya肱ditya　ekas癒as　t護payayi婁y霞i　Deusse籠はCh護nd．　Up．3．1L1の謬照を指示している。当該

舗所は次のようであるが、用語上の関連は見られない。

　　　　atha蝋痕r曲va騒dety締滋voδe豊義n置stam　etaikala　eva蒲adhye　sth護t護触d　e郎豆Qka騨1
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ビーシュマは蘇った。

　（3フ）　このようにインドラに書われたダイトヤの王バリは、バーラタ族よ、晦方に行き、械塞の

　　　破痴者は北方に行ったのである確5。

　（3＄）　以上のように、バジによって鰍われた無私を鱒懲とする⑱醗輸麟激鯉s職揖鍛瓢）二二を

　　　闘いた後、千の濤を欝っ春（インドラ）は、毒鍍空に昇ったのである。

［219輩1］（置D．露26輩、81霧7－821｝）

ビーシ論マは震った。

　（1）　ここで人々はこの古灘を認る。喜の祭筑を行なう者（インドラ）とナムチとの対簸を、ユ

　　　ディシュテイラよ。

　（2）　シュジーに見捨てられ、海のように鋤かず塵っている、生き物の盤成溝滋を知る響鰍ナム

　　　チに）城塞の破籔轡は（次のように）欝つた。

　（3）　縄で縛られ、五五を云い、激に支配され、シ晶リーに兇捨られ、ナムチよ、汝は回しむの

　　　か、あるいは悲しまないのか。

ナムチは言った。

　（4）　悲しみが遜することのない轟7身体が（悲しみのために）苦しむ。敵どもは霧ぶ。悲しみには

　　　友はいないの尋8。

　（5）　それ敵、インドラよ、私は悲しまない。この一翼は終わり心あるのである。悲しみによっ
　　　て、姿は失われ、そして規範（醜arma）もまた（失われるのである）、神の王よ融。

　〈6）　気落ちより生じ来るその苦を除いて、内的善（鞠的御釣頭胆鱒を糠心する心をもって瞬
　　　想すべし．

（7）　いずれの仕方にせよ、人（pu撚麟が心を善に向けるならば、その人にとって、あらゆる講

　　的は遼成されるのである。このことに疑いはない。

⑧　　師匠は一人であり、第二の師賑は存在しない。麟匠は人（p照窪鋤が母胎に眠る時に数える

　　のである。彼によって教えられた私は、水虚血を50流れるように、激えられた通りに振る舞
　　うのである5！。（c£M8h鳳57．8）

（劣　私は、有と無とを認識しつつも、善をよ回議要なものと知っている。しかし私は、それを

　　（善を）行なわない。顯璽の中で法にかなった顯望を、友人たちに認し、よく行ないつつも
　　の52、廊縫に）敏えられた遜り1こ、私は振る舞うのである。

GO）　この者にとって遼成されるべきことが、現在遠成されているにすぎない。樗来趨こるべき
　　ことが、起こっているにすぎないのである。（C£欝翻i蹴＄k，勲d玉sche　Sp臓C湘，酌5131。（2319）ウ

（鴛）　（人は）創造春（dh短）が決定する母胎に生む返し住むのである。薦ら望む母胎にではな

　　い・（c至B6htl圭簸gk，熱dlsc難e　Sp臨he，｝躍。．踊7．）

α2）　吟到署したこの状態（bh盃va）は、私にとって必然である」というように、常にその人の状

　　態（を考える）人、その人は決して迷うことはないであろう。〈戚麟h臨幽門nδ蓋sc短Spr§嶺亀

　　No擁581．）

45d趣i洗雪盃層理。陣tu　Cs。融蜘盃齢蜘麟職．．．．憾御躍謬徽
46bh鼠v議b雛v勾撫卑　C我．，C爺．l　bぬav盃bhav麟a騨騨室1夢臨y麟蹴

47P観蘭ジyゆD．a盛v鱒e照
4窪n置蟷・ke　sah雛盃C賑，　sah義ya廊・類sya繭紬三脚・繭e芝磁v脚絆蚕＄鱒硫鋤Cs。騨鵬頭v剛薩de㎏ρ綴ひ

餓U照‘okah　sah慮数f／

　49R曲磁nag　cal鴨sure≦v撮a　D．　sa瞬1緯d　bhr離y＆£e甜y＆13｝）．はこのあとに次の旬を挿入している。

　　　　餓nt盃P護d　bhra話ya£e　c羅脚r　dh凝m縮。＆iv箆躍e奮v蹴
50垂窒≠悶｣d　C翻職v噸t組m譲nim臓ξ颯udδ量§ye芒y　a曲晦11yablopa瞬。鍵譲　醤．　pr我v噸tヨ脇圃e窪灘

51曲翻B瞭㈱膝・田・WW潅鰍・曲◎・♂・・蹴・！（8・魏・畷1曾75翌，野．濁

52R護露sad雛麟y憩s晦翻櫛s漁｝rvan　D．額脇翻a芝my翼s慧騨護suk脚蹴
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（13）　人ルは時の遊行によって鍔ちのめされるのであり、（それ以外には）披ら衡攻回する春はい

　　ない。しかし、このことすなわちr敵が、響私は行為轡である灘と（醗って）考える」ことは

　　筈には違いない。（¢醗6霊魂k灘disc短S脚ch¢，翼039％，　M懸．x鼠22G．33）

（14）　微間における不幸は灘にも、饗仙にも、神々にも、偉大なアスラにも、三懸のヴ凱一ダに

　　畏葛たる考トにも、森に億む墾癒にも訪れないことはない。しかし、高きものと低きものを知
　　る人々は∫3（不幸の窃れに）遼うことはない。（c£脳htli嚇諏d醜鮭e　S騨醜醸。．三33＄〈513．），）

（粉　　賢者は、怒らず、執麟せず、落翻せず、霧ぷこともない。そして、本難として、ヒマラ
　　ヤ由のごとく不鋤で、芯切や不幸を悲しむごとはない。（庶鵬縦n離，夏nδls磁eSρr臨酷，
　　翼◎333◎（1∠蓼14．）。）

（16）　簸高の羅的野成が薩：ばせることなく、そして廉た、時に趨きる不幸が嶺葱させることので

　　きない、楽も普も等しく適膜に（ma曲y雛a麟過ごす人、その人淋鰻もすぐれ把人である。
　　（cf．聾6難撫幽勲d量sch㊧SprUc擬¢，　N◎5308嘩36．），）

（夏7）　人（ρu職a）は獲得したそれぞれの状態において、悲しむことなく楽しむべし。岡様に、心

　　に盤じ、増大した、疲勢をもたらす筈（sa単⑳のを身体から遽い鉱うべし。

〈1⑭）　その座すなわち（？瞬sad的）会合や藥会の座について、藥会に恐れをなさず鱗、ダルマの；翼

　　理に奪心し、知患を持ち、（ダルマの翼理に？）近づく人は、鰻も鐙れた人である。

（13）　二二ある春の行為は、従うのが難しい。知憲ある轡は、遼うべき欝に、遼わない。地櫨か

　　ら邊われたり、それほどひどい不幸に灘ってたとしても、長老たるガウタマは55迷わないの

　　である。

（20）　マントラの大きなカによっても、人闘の英知によっても56、死すべ選轡は、得られぬもの

　　を得ることはない。ここにいかなる嘆蓮があろうか。

（21）　このように、生れた者に対してかつて創造轡が57定めたもの、それに私は後になるであろ

　　う。（そのような）私に、死野馬ができようか。

（22）　（人は、）獲得できるもののみを獲得し、行くべきところのみに行き、筈であれ、安楽で

　　あれ、携遼できるものに翻解するにすぎないのである。（就髄泌n塾，夏日＄c蜘恥！鷲。短，

　　No．5霧31（4％9．）．）

（23）　このように完金に認識した後、迷うことなく、苦と楽に響熟する者、彼こそはあらゆる憲
　　を窪由にするのである5琶。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999審三9／1ヨ24罫∠ヨ　　1三艶ヨi里）
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